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日
本
の
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
医
学
や
鍼
灸
は
、
陦
唐

医
学
の
強
い
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
制
度
的
に
は
「
大
宝
律
令
」
医
疾
令
に
、
著
作
と
し
て

は
丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
」
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
他
方
、
そ

れ
ら
は
医
療
行
政
や
医
学
の
規
範
で
は
あ
っ
て
も
、
当
時
の
実

際
の
医
療
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
は
な
い
。
賄
唐
医

書
の
摂
取
と
日
本
化
を
経
て
確
立
し
た
律
令
体
制
の
医
学
の
も

と
で
、
ど
の
よ
う
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
、
当
時
の
史

料
に
基
づ
い
て
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
重
要
史
料

で
あ
る
「
玉
葉
」
や
壹
口
妻
鏡
」
に
見
ら
れ
る
鍼
灸
関
連
の
記

載
を
検
討
し
て
き
た
が
、
今
回
は
更
に
こ
れ
ら
と
時
代
を
同
じ

く
す
る
「
明
月
記
」
を
検
証
す
る
。

「
明
月
記
」
三
巻
は
、
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
選
者
と
し
て
有

56

「
明
月
記
」
の
鍼
灸

寺
川
華
奈

日
本
鍼
灸
研
究
会

名
な
歌
人
・
藤
原
定
家
二
一
六
二
～
一
二
四
二
の
日
記
で

あ
る
が
、
平
家
の
滅
亡
や
承
久
の
乱
と
い
っ
た
歴
史
的
変
革
期

の
社
会
の
有
様
を
詳
細
か
つ
文
学
的
筆
致
で
記
し
た
、
鎌
倉
時

代
有
数
の
史
料
で
も
あ
る
。
そ
の
記
述
の
精
確
さ
か
ら
天
文
学

の
資
料
と
し
て
も
重
視
さ
れ
、
自
筆
本
の
筆
跡
と
し
て
の
評
価

も
高
い
。

定
家
一
九
歳
の
治
承
四
二
一
八
○
）
年
か
ら
筆
を
興
し
、

嘉
禎
元
二
二
三
五
）
年
に
至
る
五
六
年
間
の
記
述
の
中
で
、

鍼
灸
に
関
し
て
の
記
載
が
初
出
す
る
の
は
建
仁
二
二
二
○
三

年
九
月
五
日
の
項
で
あ
る
。

「
典
薬
頭
来
、
依
招
請
也
、
加
交
点
〔
割
注
諏
引
鶯
駝
｝
、
今

日
七
ヶ
所
許
灸
、
依
人
神
悼
。
」

こ
の
典
薬
頭
と
は
和
気
時
成
で
「
玉
葉
」
建
久
八
（
二
九

七
）
年
三
月
一
二
日
の
項
に
も
「
召
時
成
灸
頭
、
昨
日
有
悼
、

猶
今
日
灸
、
百
余
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

嘉
禎
一
兀
年
の
閏
六
月
九
日
ま
で
の
三
三
年
間
に
五
十
五
日
分

の
鍼
灸
関
連
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
は
、
①
施

術
方
法
（
鍼
灸
の
別
、
灸
の
場
合
は
そ
の
壮
数
な
ど
）
、
②
施
術

部
位
、
③
対
象
と
な
っ
た
病
證
、
④
施
術
主
体
の
各
側
面
か
ら
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大
ま
か
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
代
・
中
世
に
お
い
て
は
灸
治
療
が
主
流
で
あ
っ
た
も
の
の
、

時
成
に
よ
り
二
回
（
目
）
、
貞
基
に
よ
り
二
回
（
歯
）
、
心
実
房

に
よ
り
一
回
（
歯
）
、
心
寂
房
に
よ
り
二
回
（
足
）
、
金
蓮
房
に

よ
り
一
回
（
指
）
の
鍼
施
術
が
見
ら
れ
る
。
貞
基
は
権
侍
医
典

薬
助
で
、
『
皇
国
名
医
伝
」
に
は
、
父
・
和
気
貞
経
が
文
暦
元

二
二
三
四
）
年
に
四
條
帝
の
脚
気
に
対
し
て
、
諸
医
に
反
し
灸

治
療
を
不
可
と
し
た
と
こ
ろ
、
帝
は
卒
に
癒
え
た
、
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
三
者
は
民
間
医
（
僧
医
）
で
、

そ
の
経
歴
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
二
者
の
施
術
が
「
加
鍼
」

と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
以
鍼
刀
刺
」
、
「
以
鍼
出

其
水
」
な
ど
の
よ
う
に
鍼
の
外
科
的
用
法
が
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

灸
治
療
に
関
し
て
は
、
施
灸
壮
数
は
六
壮
（
一
回
）
、
七
壮

（
二
回
）
、
八
壮
（
二
回
）
、
二
一
壮
二
回
）
、
二
五
壮
二
回
）
、

三
一
壮
（
二
回
）
、
三
十
余
壮
（
一
回
）
と
な
っ
て
お
り
、
施
術

部
位
は
左
手
（
九
回
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
腹
・
肩
・
肺

（
三
回
）
、
臂
（
二
回
）
、
股
・
膝
・
頭
（
一
回
）
と
な
っ
て
い
る
。

穴
名
と
し
て
は
風
枝
（
肢
）
と
胄
管
の
三
回
を
筆
頭
に
、
鳩

尾
・
巨
閾
・
徳
鼻
・
三
里
・
上
連
・
絶
骨
・
大
衝
が
そ
れ
ぞ
れ

一
回
ず
つ
見
ら
れ
る
。

定
家
は
生
涯
多
病
に
苦
し
ん
だ
が
、
鍼
治
療
の
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
①
眼
瞼
・
歯
肉
・
顔
面
の
腫
れ
、
②
手
足
の
指
に
お

け
る
水
庖
や
関
節
の
腫
脹
（
瘍
法
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
施
灸

の
場
合
は
、
多
発
し
た
咳
病
よ
り
も
、
脚
気
（
中
風
）
や
そ
の

痛
み
な
ど
の
治
療
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

『
明
月
記
」
に
見
え
る
鍼
灸
関
連
の
記
載
か
ら
は
、
時
代
と
と

も
に
入
神
を
重
視
し
た
「
医
心
方
」
の
医
学
の
影
響
が
薄
れ
、

僧
医
の
活
躍
が
盛
ん
と
な
っ
た
過
渡
期
の
医
療
状
況
が
よ
く
う

か
が
え
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
日
本
中
世
の
医
学
は
、
宋
元

版
の
医
学
書
の
渡
来
に
よ
る
典
拠
医
書
の
変
遷
を
経
て
、
鎌
倉

後
期
に
お
け
る
新
た
な
医
学
の
展
開
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。


